














































































































































































配当年次は 1 年次，選択科目である。単位数は 1 単位のため，8 回の講義回数になる。受講生数
は，年度により違いはあるものの，例年 85 名程度（最少は 68 名，最多は 140 名）である。こ
の受講生を 4 ～ 5 名ずつの 14 ～ 24 グループにわけ，グループワークを行う。教室の机は，一
人用の学習机のため容易にレイアウトを変更することができ，1 グループ 4 つの机を向かい合わ
せて座ってもらう（5 人グループでも机は 4 つである）。教室は平面で（階段教室ではなく），縦
10 メートル×横 35 メートルほどの広さであり，受講生が 85 名程度であれば，グループ間の距
離も 1 メートル以上の余裕をもたせることができる。ただし，受講生が 140 名に膨らむと教室
の端から端まで満杯となり，グループ間の距離を 50 センチほども取ることができなくなってし
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のである」（内田　2007:165。傍点は内田）。「敵
からの『攻撃』と主体の側の『反撃』が同一の運動態



















































































をテーマのひとつとする P., Fuchs による一連の研究（2002；2010；2011）も重要である。
 7） ルーマン（1995a）はコミュニケーションの水準に現れる一つの人格をもつその人を捉える
概念として Person（ペルゾーン）を提起している。
 8） この点は学問的厳密さを大幅に欠いてしまっている。相互浸透（Interpenetration）は（T. 
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 Interpersonal-relationship goes hand-in-hand with interpersonal support professions. The 
signifi cance of group work as an educational method to acquire interpersonal-relationship lies in the 
experience of responsive embodiment. With responsive embodiment, we are asked how “seeing”, 
“listening” and “speaking” relate to one another. The transformation for responsive embodiment is 
linked to the transformation of the group and the inter-personalization of members.
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Group Work as Training for Responsive Embodiment: 
Focusing on Communication of Interaction Level
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